
一
頁

第
百
八
十
宗
議
会

宗
務
総
長
挨
拶

増

田

修

誠

宗
務
総
長

新
緑
の
さ
わ
や
か
な
風
が
木
々
の
緑
を
渡
る
候

宗
議
会
議
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
法
務
ご
多
用
の
な
か
、
ご
出
席
を
賜
り
ま
し
て
、
心
か
ら
感
謝
と
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
会
議
に
先
立
ち
ま
し
て
、
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
、
被
災
さ
れ
ま
し
た
方
々
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
と
共
に
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
ま
し
た
方
々
、
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ
、
心
か
ら
哀
悼
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。

高
田
派
各
ご
寺
院
、
近
隣
地
域
被
害
状
況
の
把
握
に
努
め
、
幸
い
に
も
人
的
被
害
、
大
き
な
被
害
も
な
く
、
あ
ら
た

め
て
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
さ
ま
の
安
全
と
、
一
日
も
早
い
復
興
を
願
い
、
お
七
夜
法
会
に
参
拝

賜
り
ま
し
た
多
く
の
皆
さ
ま
よ
り
温
か
い
義
援
金
の
御
協
力
を
い
た
だ
き
、
早
速
、
三
重
県
を
通
じ
被
害
地
へ
お
届
け

を
致
し
、
復
興
の
一
助
と
さ
せ
て
頂
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
な

お
そ
の
後
、
福
井
県
の
高
田
派
寺
院
よ
り
大
切
な
ご
本
堂
、
書
院
等
で
漆
喰
の
壁
が
地
震
の
被
害
に
よ
っ
て
崩
れ
ま
し

た
と
い
う
報
告
を
確
認
い
た
し
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
、
謹
ん
で
お
見
舞
い
の
電
話
を
さ
せ
て
い
た

一



二
頁

だ
き
、
人
的
な
被
害
な
ど
も
無
く
安
心
致
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

御
影
堂
に
響
き
渡
る
声
明
、
開
山
親
鸞
聖
人
の
御
遺
徳
を
偲
び
、
御
正
忌
報
恩
講
法
会
が
厳
粛
な
中
、
法
主
殿
御
親

教
、
特
別
講
演
、
大
講
堂
布
教
大
会
、
宝
物
館
「
燈
炬
殿
」
特
別
展
示
へ
、
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
多
く
の
皆
さ
ま
の
参

拝
、
来
館
を
賜
わ
り
、
厳
修
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

四
年
ぶ
り
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
制
限
な
し
に
、
以
前
の
よ
う
に
お
非
時
接
待
や
恒
例
の
献
書
展
、
各

幼
稚
園
、
保
育
園
園
児
さ
ん
が
描
い
た
私
の
仏
さ
ま
「
の
の
さ
ま
」
展
示
、
さ
ら
に
竹
あ
か
り
の
世
界
と
子
ど
も
竹
あ

か
り
約
１
５
０
０
本
の
美
し
い
光
の
芸
術
展
示
と
エ
レ
ク
ト
ー
ン
特
別
演
奏
等
々
、
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
の
心
温
ま
る
お

七
夜
参
拝
の
風
景
で
あ
り
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
発
信
に
よ
り
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
も
視
聴
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
謹

ん
で
報
告
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
宗
門
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
・
社
会
構
造
は
目
ま
ぐ
る
し
く
大
き
く
変
化
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
急
激
な
社
会
変

化
に
伴
い
、
法
務
も
厳
し
く
な
り
、
葬
儀
・
法
事
も
三
密
を
避
け
て
縮
小
に
な
り
、
法
話
な
ど
の
大
切
な
教
化
活
動
も

ま
ま
な
ら
な
い
非
常
に
厳
し
い
状
況
は
枚
挙
に
暇
が
あ
り
ま
せ
ん
。

第
百
七
十
九
宗
議
会
後
、
あ
ら
た
め
て
議
員
研
修
会
を
開
催

(

令
和
五
年
十
月
十
二
日)

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
野
村

証
券
公
益
法
人
部

塚
嵜
智
志
氏
を
お
迎
え
し
て
、
「
宗
教
改
革
（
行
財
政
改
革
）
の
必
要
性
に
つ
い
て
」
講
演
を
願

つ
か
ざ
き
と
も
し

い
、
急
激
な
社
会
環
境
変
化
へ
の
対
応
に
つ
い
て
熱
心
に
研
修
勉
強
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

二



三
頁

正
に
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
中
、
過
疎
地
域
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
高
田
派
寺
院
の
姿
と
し
て
、
過
疎
地
域
檀
信
徒
に
マ

ス
ク
を
配
り
、
声
か
け
運
動
を
さ
れ
る
寺
院
、
地
域
の
協
力
の
も
と
、
マ
ス
ク
、
手
洗
い
教
室
と
婦
人
会
マ
ス
ク
制
作

の
寺
活
動
、
密
に
な
ら
な
い
小
法
座
、
テ
レ
ワ
ー
ク
法
座
、
お
勤
め
と
写
経
教
室
等
々
、
正
に
地
域
に
根
ざ
し
た
一
つ

一
つ
の
教
化
活
動
は
、
地
域
と
共
に
歩
む
大
切
な
高
田
派
寺
院
の
原
点
で
あ
り
ま
す
。

「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
」
を
築
い
て
下
さ
っ
た
先
達
の
思
い
願
い
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、
社
会
の
変
化
に
対
応

す
る
宗
務
の
た
ゆ
ま
ぬ
研
修
研
鑚
の
勉
強
会
を
今
後
共
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

五
十
年
に
一
度
の
奉
讃
法
会
、
ご
住
職
の
皆
さ
ま
、
多
く
の
檀
信
徒
の
皆
さ
ま
の
ご
賛
同
と
多
大
な
る
ご
賛
助
を
賜

り
ま
し
て
、
共
に
お
念
仏
を
唱
和
申
し
上
げ
た
、
感
謝
の
法
会
か
ら
一
年
を
迎
え
、
心
よ
り
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
参
拝
さ
れ
る
姿
、
団
参
の
皆
さ
ん
が
そ
ろ
っ
て
参
拝
さ
れ
る
姿
、
宝
物
館
「
燈
炬
殿
」
に
遠
方
よ

り
来
館
下
さ
い
ま
す
姿
、
少
し
ず
つ
、
少
し
ず
つ
、
家
族
そ
ろ
っ
て
の
参
拝
が
本
山
に
帰
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

「
ま
た
来
た
い
、
お
参
り
し
た
い
高
田
本
山
」
と
し
て
、
お
も
て
な
し
の
心
、
合
掌
の
姿
を
大
切
に
す
る
高
田
本
山

へ
と
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
謹
ん
で
お
願
い
申
し
上
げ
、
開
会
に
あ
た
り
ま
し
て
御
礼
と
感
謝
の
ご
挨
拶
に
代
え
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

合

掌
三



四
頁

宗

達

宗

達

第
一
二
〇
八
号

法
主
殿
来
る
令
和
六
年
十
二
月
七
日
午
後
一
時
よ
り
真
宗
高
田
派
専
修
寺
横
浜
別
院
報
恩
講
に
御
親
修
御
親
教
相
成
る

令
和
六
年
五
月
十
八
日

宗
務
総
長

大

僧

都

増

田

修

誠

法
主
鈐
印宗

告

宗

告

第
一
一
六
九
号

来
る
令
和
六
年
八
月
一
日
よ
り
同
五
日
ま
で
第
九
十
八
回
佛
教
文
化
講
座
を
開
講
す
る

令
和
六
年
五
月
七
日

宗
務
総
長

大

僧

都

増

田

修

誠

総

務

中

僧

都

藤

谷

知

良

総

務

中

僧

都

弓

削

弘

胤

四



五
頁

任

免

令
和
六
年
四
月
十
日

録
事
見
習
を
命
ず
る

欣
念
寺
衆
徒

田
中

光
明

庶
務
部
参
拝
課
勤
務
を
命
ず
る

録
事
見
習

田
中

光
明

第
百
八
十
宗
議
会
宗
務
委
員
を
命
ず
る

監
正
局
長

佐
藤

唯
信

高
田
学
苑
学
苑
長

梅
林

久
高

高
田
幼
稚
園
園
長

佐
藤

弘
道

光
寿
園
園
長

藤
井

智
雄

慈
光
院
院
長

髙
林

光
曉

高
田
会
館
支
配
人

磯
谷

優

宗

告

第
一
一
七
〇
号

来
る
令
和
六
年
八
月
十
四
日
よ
り
同
十
六
日
ま
で
歓
喜
会
執
行
相
成
る

令
和
六
年
五
月
七
日

宗
務
総
長

大

僧

都

増

田

修

誠

総

務

中

僧

都

藤

谷

知

良

総

務

中

僧

都

弓

削

弘

胤

五



六
頁

第
百
八
十
宗
議
会
説
明
委
員
を
命
ず
る

宝
物
館
館
長

大
野

照
文

庶
務
部
部
長

多
賀

孝
顕

教
学
課
課
長

藤
澤

真
樹

財
務
課
課
長

玉
野

章
法

参
拝
課
課
長

久
野

俊
彦

共
済
会
事
務
局

梅
林

清
香

顧
問
会
計
士

山
中

利
之

第
百
八
十
宗
議
会
書
記
を
命
ず
る

録
事

塩
崎

慶
脩

録
事

小
谷

正
信

令
和
六
年
五
月
二
十
八
日

第
百
八
十
宗
議
会
宗
務
委
員
を
命
ず
る

高
田
幼
稚
園
副
園
長

髙
藤

清
美

令
和
六
年
六
月
一
日

依
請
解
其
職

福
井
別
院
評
議
員

波
夛
野
俊
香

福
井
別
院
評
議
員
を
命
ず
る

常
楽
寺
住
職

伊
藤

雅
念

依
請
解
其
職

福
井
別
院
世
話
方

原
田

育
実

組
長
交
代

令
和
六
年
五
月
一
日

依
請
解
其
職

福
井
第
一
組
組
長

波
夛
野
俊
香

福
井
第
一
組
組
長
を
命
ず
る

常
楽
寺
住
職

伊
藤

雅
念

住
職
代
務
者

令
和
六
年
五
月
七
日

三
重
県
津
市
安
濃
町
内
多

来
照
寺
住
職

生
桑

正
等

三
重
県
津
市
安
濃
町
川
西

補

正
法
寺
住
職
代
務
者

令
和
六
年
五
月
十
五
日

三
重
県
鈴
鹿
市
一
ノ
宮
町

真
永
寺
住
職

橘

徹
心

六



七
頁

三
重
県
亀
山
市
関
町
木
崎

補

宝
林
寺
住
職
代
務
者

依
請
解
其
職

宝
林
寺
住
職
代
務
者

松
山

深
令

令
和
六
年
五
月
三
十
日

愛
知
県
名
古
屋
市
港
区
遠
若
町

松
林
寺
住
職

嶌
村

春
光

愛
知
県
岡
崎
市
昭
和
町
字
川
田

補

宝
乗
寺
住
職
代
務
者

教

師

令
和
六
年

五
月
五
日

任

教

師

浄
誓
寺
衆
徒

稲
森

友
香

任

教

師

唯
称
寺
衆
徒

長
澤

理
史

任

教

師

轉
輪
寺
衆
徒

明
星

妙
月

任

教

師

常
楽
寺
衆
徒

坂

蓮
祐

任

教

師

報
国
寺
衆
徒

藤
森

信
一

任

教

師

幸
福
寺
衆
徒

館

袈
良

任

教

師

福
萬
寺
衆
徒

冨
田

妙
月

任

教

師

正
福
寺
衆
徒

曽
我

龍
光

任

教

師

善
教
寺
衆
徒

鷲
﨑

唯
煕

任

教

師

光
源
寺
衆
徒

松
木

葵
峰

任

教

師

誓
元
寺
衆
徒

栗
原

嵩
誓

任

教

師

西
光
寺
衆
徒

瀬
古

清
鳥

任

教

師

正
因
寺
衆
徒

鷲
尾

晴
照

任

教

師

願
證
寺
衆
徒

鈴
木

悠
生

任

教

師

大
仙
寺
衆
徒

堤

妙
順

任

教

師

浄
圓
寺
衆
徒

脇
村

史
人

任

教

師

西
願
寺
衆
徒

上
原

教
海

任

教

師

法
圓
寺
衆
徒

修
多
羅
充
眞

僧

階

令
和
六
年

五
月
五
日

授

律

師

稲
森

友
香

授

律

師

長
澤

理
史

授

律

都

明
星

妙
月

授

律

師

坂

蓮
祐

授

律

師

藤
森

信
一

授

律

師

館

袈
良

七



八
頁

授

律

師

冨
田

妙
月

授

律

師

曽
我

龍
光

授

権
少
僧
都

鷲
﨑

唯
熙

授

律

師

松
木

葵
峰

授

権
中
僧
都

栗
原

嵩
誓

授

律

師

瀬
古

清
鳥

授

律

師

鷲
尾

晴
照

授

少

僧

都

鈴
木

悠
生

授

律

師

堤

妙
順

授

権
中
僧
都

脇
村

史
人

授

律

師

上
原

教
海

授

律

師

修
多
羅
充
眞

学

階

令
和
六
年

五
月
五
日

授

助

教

鷲
﨑

唯
煕

授

証

義

栗
原

嵩
誓

授

証

義

鈴
木

悠
生

授

証

義

脇
村

史
人

褒

賞

令
和
六
年
五
月
二
十
一
日

本
山
褒
賞

大
誓
寺
住
職

大
西

眞
純

浄
徳
寺
住
職

佐
藤

唯
信

聖
眼
寺
住
職

今
橋

勝
信

永
福
寺
前
住
職

栗
山

純
秀

智
慧
光
院
住
職

玉
樹

真
祥

専
修
寺
総
代

宮
﨑

由
至

祖
師
寿
章

成
覚
寺
住
職

小
松

大
演

満
性
寺
住
職

安
藤

光
淵

慈
教
寺
住
職

服
部

壽
夫

覚
證
寺
住
職

佐
藤

敦
夫

光
照
寺
住
職

小
倉

覺
了

福
專
寺
前
住
職

上
田

智
海

壽
福
院
前
住
職

眞
岡

慶
光

法
専
寺
前
住
職

中
山

智
乗

八



九
頁

上
宮
寺
衆
徒

小
森

妙
厚

光
輪
寺
衆
徒

中
村

妙
典

大
蓮
寺
衆
徒

土
岐

妙
念

光
福
寺
衆
徒

朝
元

妙
綾

本
山
表
彰

啓
運
寺
住
職

髙
倉

隆
乗

長
楽
寺
住
職

村
瀬

良
泰

延
寿
寺
住
職

冨
山

勝
信

西
性
寺
住
職

駒
田

文
祥

西
方
寺
住
職

三
栗
家
篤
証
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第 180 宗議会 報告 
 

令和 6 年 5 月 29 日から 31 日までの 3 日間にわたり第 180 宗議会が高田会館ホールに

て開催された。 

開会に先立ち、29 日午前９時より運営委員会が開催され、議会を円滑に運営するために

日程及び議事進行の配分が行われた。 

議員は午前９時 30 分議場に集合し両御堂へ参拝、勤行を行った。その後、議長・副議長

が法主殿の元へ開会の挨拶に伺った。 

議場に議員全員が再集合し勤行を行った後、議場において法主殿のお言葉を拝した。 

本議会は午前 10 時 27 分に開会され、議事進行された。 

議会は宗務総長の挨拶から始まり関係機関である「高田学苑」「高田幼稚園」「高田福祉事

業協会」「高田会館あかりや」の状況報告を受けた。 

引き続き、内局より第 1 号議案と第 2 号議案の上程の後、総体質問が執り行われ休会とな

った。 

午後 1 時本議会が再開され第 1 号議案と第 2 号議案のみが上程された理由が説明され、

宗制第 101 条により本議会のみで議案が採決されることとなった事を受けその議案説明と

質疑の後に採決され全会一致で議決された。 

つづいて議案第 3 号から議案 8 号が内局により上程され、議案の説明をおこない、散会ま

で休憩をはさみ質疑応答が熱心に行われた。 

本議会は午後 3 時 43 分散会し 1 日目を終了した。 

2 日目 午前 9 時 30 分に本議会を再開の後、委員会に付託し本議会は休会となった。 

委員会では議案の詳細にわたり質疑応答がおこなわれ、委員会での審議は午前 11 時 45

分に終了した。 

午後 0 時 54 分に本議会を再開し内局より報告事項の説明をおこない、質疑応答となっ

た。 

報告事項の質疑が終了しところで本議会を休会し、山内建造物の補修修理状況及び修理

補修が必要となっている現状確認を内局の説明のもと行った。 

午後 3 時 45 分本議会の再開後ただちに散会し 2 日目を終えた。 

2 日目の議会終了後、法主殿をお迎えし議員懇親会を行い親睦を深めた。 

3 日目 午前 9 時 30 分に本会議が再開され、山政一般質問行われ質疑応答。 

質問が一段落し、議案採決が行われ、提出された全議案は全会一致の賛成にて可決さ

れ、議会の全日程が終了し午前 11 時閉会した。 

閉会後、令和 6 年度の常任委員会委員の選挙（議員の互選）が行われ、新に 11 名の常任

委員が選出された。 

引き続き、議場に法主殿をお迎えし議長が議事の奉告を申し上げ、お言葉をいただき全て

の日程を終えた。 

 

 提出され可決された議案及び報告事項は次のとおりである。 一
三



第 180 宗議会議案 

議案第１号 一身田町 2803 番 1 及び 2803 番 2 の土地取得 

議案第２号 真宗高田派共済会規程の一部改正 

議案第３号 令和６年度 真宗高田派歳入歳出予算（案） 

議案第４号 令和６年度 専修寺歳入歳出予算（案） 

議案第５号 令和６年度 真宗高田派共済会歳入歳出予算（案） 

議案第６号 令和６年度 高田派法主褒賞特別会計歳入歳出予算（案） 

議案第７号 令和６年度 専修寺聖教保存修理特別会計歳入歳出予算（案） 

議案第８号 宗高田派専修寺関東別院規則の一部改正 

報告事項   宝物館規程について 

 

上記のとおり提出します 

 

令和 6年 5月 29 日 

 

宗務総長 大僧都  増 田 修 誠 

総  務 中僧都  藤 谷 知 良 

総  務 中僧都  弓 削 弘 胤 

 
 

令和６年度真宗高田派宗議会常任委員会委員（敬称略） 

 
委員長  大西 眞純    副委員長 松原 俊幸  

委 員  玉置 継雄     委 員  岡   幸男 

 仝   久世 宜昭       仝   岡   知道 

 仝   今橋 勝信       仝   的屋 隆宏 

 仝   戸田 惠信      仝   鼎   龍教 

 仝   中川 和則       仝   水平 仁聖 

 仝   森川 正樹 

一
四



議案第２号 

真宗高田派共済会規程の一部改正 
真宗高田派共済会規程変更案  

現 行 規 程 改 正 後 規 程 

真宗高田派共済会規程施行細則 

 

（香料） 

第6条 第3条第3号に定める香料は、住職及び主管者（以下「住

職」という。）が死亡した場合に、次のとおり供える。 

  

一 在任期間40年以上の者      金  50万円 

二 在任期間30年以上40年未満の者 金  40万円 

三 在任期間20年以上30年未満の者 金  30万円 

四 在任期間10年以上20年未満の者 金  20万円 

五 在任期間1年以上10年未満の者  金  10万円 

 

 

 

 

 

 

（退職慰労金） 

第7条 第3条第4号に定める退職慰労金は、住職が辞任及び退

職した場合に、前条各号の規定に準じて支給する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 職員が退職または、死亡した場合は、次の各号に定める

とおり支給する。 

一 勤続期間が20年以上の者            金 50万円 

二 勤続期間が15年以上20年未満の者   金 40万円 

三 勤続期間が10年以上15年未満の者    金 30万円 

四 勤続期間が1年以上10年未満の者 勤務年数×2万円 

 

真宗高田派共済会規程施行細則 

   

（香料） 

第6条 第3条第3号に定める香料は、住職及び主管者（以下「住

職」という。）が死亡した場合に、次のとおり供える。

但し、退職慰労金を支給された住職は該当しない。 

一 在任期間10年未満の者        金 10万円 

二 在任期間10年以上20年未満の者    金 20万円 

三 在任期間20年以上30年未満の者    金 30万円 

四 在任期間30年以上40年未満の者    金 40万円 

五 在任期間40年以上50年未満の者    金 50万円 

六 在任期間50年以上60年未満の者    金 60万円 

七 在任期間60年以上70年未満の者    金 70万円 

八 在任期間70年以上の80年未満の者   金 80万円 

九 在任期間80年以上の90年未満の者   金 90万円

    

 

（退職慰労金） 

第7条 第3条第4号に定める退職慰労金は、住職が辞任及び退

職した場合は、次の各号に定めるとおり支給する。 

一 在任期間10年未満の者        金 10万円 

二 在任期間10年以上20年未満の者    金 20万円 

三 在任期間20年以上30年未満の者    金 30万円 

四 在任期間30年以上40年未満の者    金 40万円 

五 在任期間40年以上50年未満の者    金 50万円 

六 在任期間50年以上60年未満の者    金 60万円 

七 在任期間60年以上70年未満の者    金 70万円 

八 在任期間70年以上の80年未満の者   金 80万円 

九 在任期間80年以上の90年未満の者   金 90万円

    

 

２ 職員が退職または、死亡した場合は、次の各号に定める

とおり支給する。 

一 勤続期間が10年未満の者    勤務年数×2万円 

二 勤続期間が10年以上15年未満の者   金 30万円 

三 勤続期間が15年以上20年未満の者   金 40万円 

四 勤続期間が 20 年以上 25 年未満の者  金 50 万円 

五 勤続期間が 25 年以上 30 年未満の者  金 60 万円 

六 勤続期間が 30 年以上 35 年未満の者  金 70 万円 

七 勤続期間が 35 年以上 40 年未満の者  金 80 万円 

八 勤続期間が 40 年以上の者      金 90 万円 

 

付 則 

この細則は令和 6年 6月 1日から施行する。 

 

一
五



議案第3号

歳入の部 （単位：円）

科　　　目 ６年度予算額 ５年度予算額

１．宗教活動収入 [ 122,566,500 ] [ 126,061,000 ]

    １．冥加金 ( 13,100,000 ) ( 13,011,000 )

        １．僧侶冥加金 5,800,000 5,811,000

        ２．その他冥加金 1,300,000 1,400,000

        ３．礼録金 6,000,000 5,800,000

    ２．懇志金 ( 21,000,000 ) ( 23,400,000 )

        １．報恩講懇志金 12,000,000 12,000,000

        ２．報恩講賽銭 2,000,000 2,000,000

        ３．諸法要懇志金 4,000,000 4,400,000

        ４．団参懇志金 3,000,000 5,000,000

    ３．義納金 ( 78,466,500 ) ( 79,650,000 )

        １．寺院賦課金 77,766,500 79,000,000

        ２．過年度収入 700,000 650,000

    ４．刊行物収入 ( 10,000,000 ) ( 10,000,000 )

        １．刊行物収入 10,000,000 10,000,000

２．資産管理収入 [ 300,000 ] [ 300,000 ]

    １．資産運用収入 ( 300,000 ) ( 300,000 )

        １．諸利子 300,000 300,000

３．雑収入 [ 13,120,000 ] [ 15,050,000 ]

    １．雑収入(課税) ( 5,220,000 ) ( 5,250,000 )

        １．広告掲載料 640,000 640,000

        ２．会館等使用料 3,600,000 3,600,000

        ３．自販機手数料 120,000 120,000

        ４．その他課税収入 500,000 500,000

        ５．宗報広告掲載料 360,000 390,000

    ２．雑収入(非課税) ( 7,900,000 ) ( 9,800,000 )

        １．宗報購読料 700,000 700,000

        ２．懇志、御礼等 2,000,000 2,000,000

        ３．参拝記念印代 5,000,000 7,000,000

        ４．その他非課税収入 200,000 100,000

４．特定資産取崩収入 [ 42,500,000 ] [ 0 ]

    １．引当金取崩収入 ( 42,500,000 ) ( 0 )

        １．引当金取崩収入 42,500,000 0

５．前年度繰越収支差額 [ 2,643,278 ] [ 64,690,128 ]

合　　　計 181,129,778 206,101,128

令和6年度　真宗高田派歳入歳出予算（案）　
令和6年6月1日～令和7年5月31日
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歳出の部

科　　　目 ６年度予算額 ５年度予算額

１．宗教活動支出 [ 115,766,100 ] [ 127,047,000 ]

    １．宗教活動費 ( 63,934,000 ) ( 68,195,000 )

        １．報恩講費 16,650,000 17,600,000

        ２．諸法会費 2,970,000 2,900,000

        ３．講社補助費 4,000,000 5,000,000

        ４．旅費 3,000,000 3,000,000

        ５．扱費 400,000 500,000

        ６．宗務総長交際費 600,000 600,000

        ７．山内清掃費 2,530,000 2,510,000

        ８．諸会議費 890,000 1,150,000

        ９．事務費 1,800,000 1,800,000

      １０．褒賞費 2,000,000 1,000,000

      １１．団参扱費 510,000 1,000,000

      １２．広報事業費 17,500,000 18,000,000

      １３．調度費 750,000 150,000

      １４．出版費 1,900,000 2,350,000

      １５．負担金 800,000 1,000,000

      １６．修繕費 1,900,000 4,100,000

      １７．刊行物購入費 5,350,000 5,500,000

      １８．教育研究費 74,000 35,000

      １９．自動車諸費 150,000 0

      ２０．損害保険料 160,000 0

    ２．宗議会費 ( 4,450,000 ) ( 4,610,000 )

        １．議員手当旅費 2,900,000 2,700,000

        ２．議長交際費 200,000 210,000

        ３．議会事務局費 150,000 200,000

        ４．議会運営費 1,200,000 1,500,000

    ３．監正局費 ( 250,000 ) ( 290,000 )

        １．監正局会議費 200,000 200,000

        ２．監正局長交際費 50,000 90,000

    ４．教学費 ( 17,730,000 ) ( 17,830,000 )

        １．教学研究費 860,000 980,000

        ２．教学布教費 4,170,000 4,550,000

        ３．出版広報費 3,700,000 4,000,000

        ４．教学各種団体費 2,000,000 2,600,000

        ５．婦人坊守教化費 1,240,000 1,340,000

        ６．青少年教化費 4,760,000 3,000,000

        ７．檀信徒教化費 1,000,000 1,360,000

    ５．教学院運営費 ( 4,970,000 ) ( 5,250,000 )

        １．教学院研究費 1,900,000 1,700,000

        ２．調度費 70,000 250,000

        ３．諸会議費 3,000,000 3,300,000

    ６．補助金支出 ( 12,800,000 ) ( 13,800,000 )

        １．高田学苑補助金 1,100,000 1,100,000

        ２．高田幼稚園補助金 700,000 700,000

        ３．本寺崇敬費 8,000,000 8,000,000

        ４．高田会館補助金 3,000,000 3,000,000

        ５．兼帯所補助金 0 1,000,000

    ７．管理費 ( 10,075,000 ) ( 15,450,000 )
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        １．消耗品費 1,240,000 2,000,000

        ２．リース料 100,000 50,000

        ３．通信印刷費 3,700,000 3,500,000

        ４．水道光熱管理費 4,395,000 9,000,000

        ５．諸雑費 640,000 900,000

    ８．公租公課 （ 1,557,100 ）（ 1,622,000 ）

        １．法人税 72,000 72,000

        ２．消費税 500,000 500,000

        ３．固定資産税 985,100 1,050,000

２．人件費 [ 60,430,000 ] [ 60,000,000 ]

    １．給料手当 ( 60,430,000 ) ( 60,000,000 )

        １．諸給与 49,000,000 49,000,000

        ２．日直宿直費 900,000 1,000,000

        ３．通勤補助費 1,530,000 1,500,000

        ４．福利厚生費 9,000,000 8,500,000

３．繰入金支出 [ 1,000,000 ] [ 1,000,000 ]

    １．繰入金支出 ( 1,000,000 ) ( 1,000,000 )

        １．高田派共済会回金 1,000,000 1,000,000

４．資産取得支出 [ 1,930,000 ] [ 300,000 ]

    １．備品取得支出 ( 730,000 ) ( 300,000 )

    ２．車両運搬具取得支出 ( 0 ) ( 0 )

    ３．リース債務支出 ( 1,200,000 ) ( 0 )

５．予備費 [ 1,000,000 ] [ 1,000,000 ]

６．次年度繰越収支差額 [ 1,003,678 ] [ 16,754,128 ]

合　　　計 181,129,778 206,101,128
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議案第4号

歳入の部 （単位：円）

科　　　目 ６年度予算額 ５年度予算額

１．宗教活動収入 [ 252,170,000 ] [ 252,330,000 ]

　　１．諸進納金 ( 93,500,000 ) ( 91,400,000 )

　　　　１．進納所冥加金 3,000,000 4,000,000

　　　　２．申物冥加金 80,000,000 80,000,000

　　　　３．賽銭 6,000,000 6,000,000

　　　　４．特別懇志金 4,500,000 1,000,000

　　　　５．御染筆冥加金 0 400,000

　　２．納骨堂冥加金 ( 155,120,000 ) ( 157,380,000 )

　　　　１．浄華台冥加金 63,500,000 62,000,000

　　　　２．納骨堂加入冥加金 14,000,000 12,700,000

　　　　３．納骨壇移転冥加金 800,000 980,000

　　　　４．納骨壇永年管理冥加金 2,000,000 4,200,000

　　　　５．懇志金 3,000,000 2,500,000

　　　　６．恭敬冥加金 71,820,000 75,000,000

　　３．墓地冥加金 ( 3,550,000 ） ( 3,550,000 ）

　　　　１．墓地管理冥加金 3,500,000 3,500,000

　　　　２．その他冥加金 50,000 50,000

２．資産管理収入 [ 400,000 ] [ 410,000 ]

　　１．資産運用収入 ( 400,000 ) ( 410,000 )

　　　　１．諸利子 400,000 410,000

３．雑収入 [ 13,850,000 ] [ 16,700,000 ]

　　１．雑収入 ( 3,200,000 ) ( 3,200,000 )

　　　　１．雑収入 3,000,000 3,000,000

　　　　２．懇志金その他非課税収入 200,000 200,000

　　２．蓮の会収入 ( 2,500,000 ) ( 2,500,000 )

　　　　１．蓮の会年会費 2,500,000 2,500,000

　　３．宝物館収入 ( 8,150,000 ) ( 11,000,000 )

　　　　１．観覧料収入 8,000,000 8,000,000

　　　　２．グッズ等販売収入 150,000 3,000,000

４．貸付金回収収入 [ 25,000,000 ] [ 25,000,000 ]

５．特定資産取崩収入 [ 0 ] [ 20,000,000 ]

　　１．特定資産取崩収入 ( 0 ) ( 20,000,000 )

　　　１．引当金取崩収入 0 20,000,000

　  　２．退職給与引当金取崩収入 0 0

６．前年度繰越収支差額 [ 523,427,994 ] [ 1,211,000 ]

合　　　計 814,847,994 315,651,000

令和６年度　専修寺歳入歳出予算（案）　
令和6年6月1日～令和7年5月31日
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歳出の部

科　　　目 ６年度予算額 ５年度予算額

１．宗教活動支出 [ 168,004,700 ] [ 163,860,000 ]

　　１．門室費 ( 33,000,000 ) ( 30,000,000 )

　　　　１．門室費 33,000,000 30,000,000

　　２．維持費 ( 23,896,700 ) ( 20,520,000 )

　　　　１．護持費 5,650,000 5,000,000

　　　　２．恭敬費 1,592,700 1,200,000

　　　　３．事務費 3,080,000 3,020,000

　　　　４．扱待遇費 2,500,000 3,000,000

　　　　５．団参清掃費 50,000 100,000

　　　　６．協賛費 524,000 500,000

　　　　７．申物購入費 3,600,000 4,000,000

　　 　 ８．調度費 1,850,000 700,000

　　　　９．文化財保存費 1,250,000 3,000,000

　　　１０．平等院殿三年忌法要 1,800,000 0

　　　１１．堯祺上人三十三年忌法要 2,000,000 0

　　３．管理費 ( 77,300,000 ) ( 86,290,000 )

　　　　１．自動車諸費 1,450,000 2,000,000

　　　　２．水道光熱管理費 10,255,000 21,000,000

　　　　３．緑化管理費 3,095,000 3,000,000

　　　　４．通信印刷費 5,600,000 4,500,000

　　　　５．諸消耗品費 1,730,000 1,500,000

　　　　６．リース料 100,000 100,000

　　　　７．損害保険料 3,410,000 3,000,000

　　　　８．土地借用料 900,000 900,000

　　　　９．公租公課 800,000 770,000

　　　１０．警備費 4,200,000 4,300,000

　　  １１．雑費 1,060,000 600,000

　　　１２．防火設備費 5,700,000 4,500,000

　 　 １３．営繕補修費 39,000,000 40,120,000

　　４．納骨堂費 ( 6,090,000 ) ( 5,380,000 )

　　　　１．法会費 3,480,000 2,700,000

　　　　２．記念品費 600,000 650,000

　　　　３．納骨堂清掃費 2,010,000 2,030,000

　　５．宝物館費 ( 13,118,000 ) ( 7,070,000 )

　　    １．展示活動費 2,440,000 2,000,000

　　    ２．保存管理活動費 7,353,000 200,000

　　    ３．研究費 850,000 850,000

　　    ４．教育・普及活動費 150,000 700,000

　　    ５．グッズ制作費 500,000 1,000,000

　　    ６．広報物制作費 80,000 500,000

　　    ７．諸会議費 150,000 500,000

　　    ８．施設維持保守管理費 1,595,000 1,320,000

　　６．墓地費 ( 1,100,000 ) ( 1,100,000 )

　　　　１．維持管理費 1,000,000 1,000,000

　　　　２．諸雑費 100,000 100,000

　　７．交付金 ( 13,500,000 ) ( 13,500,000 )
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　　　　１．院号交付金 13,000,000 13,000,000

　　　　２．納骨壇加入交付金 500,000 500,000

２．人件費 [ 152,520,000 ] [ 144,900,000 ]

　　１．給料手当 ( 152,520,000 ) ( 144,900,000 )

　　　　１．諸給与 122,850,000 115,000,000

　　　　２．傭人費 3,000,000 3,000,000

　　　　３．日直宿直費 2,100,000 2,200,000

　　　　４．通勤補助費 3,570,000 3,400,000

　　　　５．福利厚生費 21,000,000 20,000,000

　　　　６．退職手当 0 1,300,000

３．繰入金支出 [ 1,214,660 ] [ 1,146,000 ]

　　1．特別会計繰入金支出 ( 1,214,660 ) ( 1,146,000 )

　　　　　１．専修寺聖教保存修理特会繰入金支出 1,214,660 1,146,000

４．資産取得支出 [ 24,773,100 ] [ 500,000 ]

　　１．什器備品取得支出 ( 1,000,000 ) ( 500,000 )

　　２．土地取得支出 ( 21,000,000 ) ( 0 )

　　３．ソフトウェア取得支出 ( 2,773,100 ) ( 0 )

５．特定資産支出 [ 1,725,600 ] [ 300,000 ]

　　１．特定資産支出 ( 1,725,600 ) ( 300,000 )

　　　　1．退職給与引当金繰入支出 1,725,600 300,000

６．予備費　 [ 1,000,000 ] [ 1,000,000 ]

７．次年度繰越収支差額 [ 465,609,934 ] [ 3,945,000 ]

合　　　計 814,847,994 315,651,000
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議案第5号

令和6年6月1日から令和7年5月31日

【収入の部】 （単位：円）

科      目 本年度予算額 前年度予算額 差  異
財産収入 ［ 49,000 ］ ［ 49,000 ］ ［ 0 ］

預金利子 3,000 3,000 0
国公債利金 46,000 46,000 0

掛金収入 ［ 12,380,000 ］ ［ 12,404,000 ］ ［ △ 24,000 ］
寺院掛金 11,900,000 11,900,000 0
本山職員掛金 480,000 504,000 △ 24,000

繰入金収入 ［ 1,000,000 ］ ［ 1,000,000 ］ ［ 0 ］
高田派回金 1,000,000 1,000,000 0

基金取崩収入 ［ ］ ［ ］ 0
基金取崩収入 （ ） （ ） 0

基金取崩収入 0
償還金 ［ 1,512,000 ］ ［ 1,784,000 ］ ［ △ 272,000 ］

償還金 1,512,000 1,784,000 △ 272,000
雑収入 ［ 6,000 ］ ［ 6,000 ］ ［ 0 ］

雑収入 6,000 6,000 0
積立金取崩収入 ［ 6,000,000 ］ ［ 0 ］ ［ 6,000,000 ］

国公社債償還 6,000,000 0 6,000,000
前年度繰越金 ［ 18,000,000 ］ ［ 16,000,000 ］ ［ 2,000,000 ］
収入合計 38,947,000 31,243,000 7,704,000

【支出の部】 （単位：円）

科      目 本年度予算額 前年度予算額 差  異
給付金 ［ 12,000,000 ］ ［ 10,000,000 ］ ［ 2,000,000 ］

祝金・見舞金 2,000,000 3,000,000 △ 1,000,000
香料 5,000,000 3,000,000 2,000,000
慰労金 5,000,000 4,000,000 1,000,000

［ 3,200,000 ］ ［ 3,200,000 ］ ［ 0 ］
　　 3,000,000 3,000,000 0

200,000 200,000 0
記念品費 ［ 1,450,000 ］ ［ 1,400,000 ］ ［ 50,000 ］

記念品費 1,450,000 1,400,000 50,000
事務費 ［ 430,000 ］ ［ 420,000 ］ ［ 10,000 ］

諸手当 380,000 370,000 10,000
雑費 50,000 50,000 0

基本金積立金 ［ ］ ［ ］ ［ 0 ］
定期預金繰入 （ ） （ ） （ 0 ）

定期銀行 0
定額貯金繰入 （ ） （ ） （ 0 ）

郵便局 0
［ 4,000,000 ］ ［ 2,000,000 ］ ［ 2,000,000 ］

4,000,000 2,000,000 2,000,000

予備費 ［ 17,867,000 ］ ［ 14,223,000 ］ ［ 3,644,000 ］
支出合計 38,947,000 31,243,000 7,704,000

国公債購入

令和6年度真宗高田派共済会歳入歳出予算案

奨学金・奨励金
奨学金
奨励金

積立金

二
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議案第6号

歳入の部 （単位；円）

科目 本年度予算 前年度予算 増　減

１．維持資金 100 100 0

　　　利子 100 100 0

２．法主褒賞特別基金取崩 500,000 500,000 0

３．雑収入 0 0 0

４．繰越金 131,024 152,022 △20,998

合計 631,124 652,122 △20,998

歳出の部

科目 本年度予算 前年度予算 増　減

１．委員会費 86,000 86,000 0

　　１．委員会手当旅費 66,000 66,000 0

　　２．会議費 20,000 20,000 0

２．褒賞費 440,000 440,000 0

　　１．記念品費 400,000 400,000 0

　　２．扱費 40,000 40,000 0

３．諸雑費 880 880 0

４．次期繰越金 104,244 125,242 △20,998

合計 631,124 652,122 △20,998

　 　 　

令和６年度　高田派法主褒賞特別会計歳入歳出予算（案）
令和６年６月１日～令和７年５月３１日
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議案第7号

歳入の部 (単位：円)

科　　　目 ６年度予算額 ５年度予算額

１．国庫補助金 [ 2,183,000 ] [ 2,094,000 ]

　　　　国庫補助金 ( 2,183,000 ） ( 2,094,000 ）

　　　　　　国庫補助金 2,183,000 2,094,000

２．三重県補助金 [ 397,000 ] [ 380,000 ]

　　　　三重県補助金 ( 397,000 ） ( 380,000 ）

　　　　　　三重県補助金 397,000 380,000

３．津市補助金 [ 198,000 ] [ 190,000 ]

　　　　津市補助金 ( 198,000 ） ( 190,000 ）

　　　　　　津市補助金 198,000 190,000

４．所有者負担金 [ 1,214,660 ] [ 1,145,036 ]

　　　　所有者負担金 ( 1,214,660 ) ( 1,145,036 )

　　　　　　所有者負担金 1,214,660 1,145,036

５．雑収入 [ 0 ] [ 0 ]

　　　　雑収入 ( 0 ） ( 0 ）

　　　　　　雑収入 0 0

合　　計 3,992,660 3,809,036

歳出の部

科　　　目 ６年度予算額 ５年度予算額

１．総事業費 [ 3,979,460 ] [ 3,795,836 ]

　　　請負費 ( 3,957,690 ) ( 3,795,836 )

　　　　　人件費 1,698,000 1,693,000

　　　　　原材料費 24,400 27,800

　　　　　直接経費 1,867,800 1,693,000

　　　　　特別経費 7,000 33,600

　　　　　技術料等経費 700 3,360

　　　　　消費税 359,790 345,076

　　　活用事業費 ( 21,770 ) ( 0 )

　　　　　報償費 10,000 0

　　　　　旅費 5,000 0

　　　　　需用費 6,770 0

２．その他の経費 [ 13,200 ] [ 13,200 ]

　　　その他の経費 ( 13,200 ) ( 13,200 )

　　　　　需用費 13,200 13,200

合　　計 3,992,660 3,809,036

令和6年6月1日～令和7年5月31日

令和６年度 　専修寺聖教保存修理特別会計歳入歳出予算(案）

二
四



議案第８号 

真宗高田派専修寺関東別院規則の一部改正 

宗教法人「真宗高田派 専修寺 関東別院」規則変更事項(新旧対照表) 

旧 新 

 

第五章  公益事業 

 （公益事業） 

第 46 条 この法人は、次の公益事業を行う。 

一   墓地事業 

二  納骨堂事業 

２  前項の事業は、別に定める「墓所事業運

営規則」に基づき代表役員が管理運営す

る。 

３  第一号及び第二号の事業に関する会計

は、一般会計から区分し、特別会計とし

て経理しなければならない。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第五章  事業 

(公益事業） 

第46条  この法人は、次の公益事業を行う。 

一   墓地事業 

二  納骨堂事業 

２  前項の事業は、別に定める「墓所事業運

営規則」に基づき代表役員が管理運営す

る。 

３  第一号及び第二号の事業に関する会計

は、一般会計から区分し、特別会計とし

て経理しなければならない。 

 

(公益事業以外の事業) 

第 46 条の２ この法人は次の事業を行う。 

一        不動産貸付業 

２        前項の事業は、別に定める「不動産

貸付業運営規定」に基づき、代表役

員が管理運営する。 

３        第一項事業に関する会計は、一般会

計から区分し、特別会計として経理

しなければならない。 

４        第一項の事業から生じた収益は、こ

の法人又は公益の事業のために使

用しなければならない。 

 

附則 

一   この規則の変更は、文部科学大臣の認証

書の交付を受けた日（令和 年 月 日）

から施行する。 

   

 

二
五
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令和５年度における学校法人高田学苑の決算は次のとおりですので、
高田学苑寄附行為第４２条の規定に基づき公告いたします。

貸 借 対 照 表
高田学苑学校法人

令和6年3月31日 （単位 円）

資 産 の 部

科 目 本 年 度 末 前 年 度 末 増 減

固 定 資 産 ( 8,074,072,220) ( 8,045,285,765) ( 28,786,455)

有 形 固 定 資 産 ( 5,843,956,961) ( 6,084,688,872) (△ 240,731,911)

土 地 1,025,122,922 1,025,122,922 0

建 物 3,903,050,352 4,064,688,294 △ 161,637,942

構 築 物 563,913,715 628,326,808 △ 64,413,093

教 育 研 究 用 機 器 備品 74,997,944 79,858,778 △ 4,860,834

管 理 用 機 器 備 品 10,952,923 11,395,538 △ 442,615

図 書 228,348,427 232,161,996 △ 3,813,569

車 輌 7,651,200 13,215,058 △ 5,563,858

学 苑 林 29,919,478 29,919,478 0

二 六



27

特 定 資 産 ( 2,175,949,330) ( 1,908,101,236) ( 267,848,094)

退職給与引当特定資産 268,490,000 263,490,000 5,000,000

1,907,459,330 1,644,611,236 262,848,094施設設備拡充引当特定資産

そ の 他 の 固 定 資 産 ( 54,165,929) ( 52,495,657 ( 1,670,272)

借 地 権 2,257,500 2,257,500 0

電 話 加 入 権 1,285,980 1,285,980 0

施 設 利 用 権 71,190 142,380 △ 71,190

ソ フ ト ウ エ ア 21,415,020 26,869,810 △ 5,454,790

有 価 証 券 13,297,674 13,297,674 0

差 し 入 れ 保 証 金 350,000 350,000 0

長 期 前 払 金 15,488,565 8,292,313 7,196,252

流 動 資 産 ( 502,928,739) ( 583,850,266) (△ 80,921,527)

現 金 預 金 374,452,119 408,990,971 △ 34,538,852

未 収 入 金 60,940,360 73,633,999 △ 12,693,639

前 払 金 3,243,020 91,212 3,151,808

二 七
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立 替 金 80,091 38,959,839 △ 38,879,748

修 学 旅 行 費 預 り 資産 58,116,024 56,400,020 1,716,004

卒 業 諸 費 預 り 資 産 6,097,125 5,774,225 322,900

資 産 の 部 合 計 ( 8,577,000,959) ( 8,629,136,031) (△ 52,135,072)

負 債 の 部

科 目 本 年 度 末 前 年 度 末 増 減

固 定 負 債 ( 267,134,399) ( 266,357,065) ( 777,334)

退 職 給 与 引 当 金 267,134,399 266,357,065 777,334

流 動 負 債 ( 422,380,665) ( 464,146,769) (△ 41,766,104)

未 払 金 64,146,705 89,930,891 △ 25,784,186

前 受 金 267,645,000 286,040,000 △ 18,395,000

預 り 金 26,375,811 26,001,633 374,178

修 学 旅 行 費 預 り 金 58,116,024 56,400,020 1,716,004

卒 業 諸 費 預 り 金 6,097,125 5,774,225 322,900

二 八
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負 債 の 部 合 計 ( 689,515,064) ( 730,503,834) (△ 40,988,770)

純資産の部

科 目 本 年 度 末 前 年 度 末 増 減

基 本 金 ( 13,104,500,702) ( 13,049,525,087) ( 54,975,615)

第 1 号 基 本 金 12,932,500,702 12,877,525,087 54,975,615

第 4 号 基 本 金 172,000,000 172,000,000 0

繰越収支差額 (△ 5,217,014,807) (△ 5,150,892,890) (△ 66,121,917)

翌年度繰越収支差額 △ 5,217,014,807 △ 5,150,892,890 △ 66,121,917

純 資 産 の 部 合 計 ( 7,887,485,895) ( 7,898,632,197) (△ 11,146,302)

負債及び純資産の部合計 ( 8,577,000,959) ( 8,629,136,031) (△ 52,135,072)

二 九
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注記 １．重要な会計方針

(1) 引当金の計上基準

○徴収不能引当金・・・・未収入金の徴収不能に備えるため、個別に見積もった徴収不能見込額を計上

している。

○退職給与引当金

（短 期 大 学） 退職金の支給に備えるため、期末要支給額 147,937,110円の100％を基にして

私立大学退職金財団に対する掛金の累積額と交付金の累積額との繰入調整額を

加減した金額を計上している。

（中学校及び高等学校） 退職金の支給に備えるため、期末要支給額 1,054,729,433円 から三重県私学

振興会より交付金相当額を控除した金額の100％を計上している。

(2)その他重要な会計方針

○有価証券の評価基準及び評価方法

移動平均法に基づく原価法である。

２．重要な会計方針の変更等

該当無し

３．減価償却額の累計額の合計額 7,100,189,719円

４．徴収不能引当金の合計額 0円

５．担保に供されている資産の種類及び額 0円

６．翌会計年度以降の会計年度において基本金へ組入れを行うこととなる金額 6,756,190円

三 〇
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７．当該会計年度の末日において第４号基本金に相当する資金を有していない場合のその旨と対策

第４号基本金に相当する資金を有しており、該当しない。

８．その他財政及び経営の状況を正確に判断するために必要な事項

（１）有価証券の時価情報

①総括表 （単位：円）

当年度（令和 6年 3月31日）

貸借対照表計上額 時 価 差 額

253,297,674 281,736,898 28,439,224時価が貸借対照表計上額を超えるもの

（うち満期保有目的の債券） (200,000,000) (200,910,000) ( 910,000)

時価が貸借対照表計上額を超えないもの 970,649,860 908,729,685 △61,920,175

（うち満期保有目的の債券） (970,649,860) (908,729,685) (△61,920,175)

1,223,947,534 1,190,466,583 △33,480,951合 計

（うち満期保有目的の債券） (1,170,649,860) (1,109,639,685) (△61,010,175)

時価のない有価証券 -

1,223,947,534有 価 証 券 合 計

三 一



32

②明細表 （単位：円）

当年度（令和 6年 3月31日）
種 類

貸借対照表計上額 時 価 差 額

債 券 1,050,649,860 1,005,140,200 △45,509,660

株 式 3,297,674 30,665,898 27,368,224

投 資 信 託 170,000,000 154,660,485 △15,339,515

貸 付 信 託 - - -

そ の 他 - - -

1,223,947,534 1,190,466,583 △33,480,951合 計

時価のない有価証券 -

1,223,947,534有 価 証 券 合 計

宗
門

の
お

知
ら

せ

三 二
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三
頁

興
学
布
教
研
究
大
会
報
告

高
田
教
学
に
関
す
る
研
究
・
布
教
の
振
興
を
目
的
と
し

て
、
例
年
、
四
月
二
十
九
日
（
昭
和
の
日
）
に
開
催
さ
れ

て
い
る
「
高
田
派
興
学
布
教
研
究
大
会
」
は
、

高
田
派

随
一
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
大
会
で
あ
る
。
昨
年
同
様
に
、

会
場
は
高
田
会
館
ホ
ー
ル
を
使
用
し
、
午
前
九
時
十
五
分

よ
り
開
会
式
が
執
り
行
わ
れ
、

御
法
主
か
ら
お
言
葉
を

頂
戴
し
、
引
き
続
き
日
程
の
説
明
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
三

十
分
の
持
ち
時
間
で
発
表
と
な
っ
た
。

発
表
後
に
十
分
の
休
憩
を
は
さ
ん
で
の
座
談
会
（
質
疑

応
答
）
と
な
り
、
昼
食
前
に
閉
会
し
た
。

発
表
者
は
、
次
の
講
題
に
よ
る
発
表
で
あ
っ
た
。

「
近
年
の
ペ
ッ
ト
セ
レ
モ
ニ
ー
事
業
の
現
状
と
問
題
点

ー
臨
床
獣
医
師
か
ら
の
意
見
を
中
心
と
し
て
ー
」

鈴
鹿
市

隨
願
寺
副
住
職

松
山

智
慧

「
高
田
本
『
善
信
聖
人
親
鸞
伝
絵
』
の
成
立
に
つ
い
て
」

津

市

青
巖
寺
住
職

清
水
谷
正
尊

「
人
生
の
道
し
る
べ
」

岡
崎
市

浄
泉
寺
衆
徒

戸
田

栄
信

そ
の
後
、
座
談
会
（
質
疑
応
答
）
で
は
、
ご
聴
聞
い
た

だ
い
た
出
席
者
よ
り
愛
別
離
苦
、
諸
行
無
常
と
い
っ
た
生

死
の
問
題
、
教
義
に
関
わ
る
貴
重
な
質
問
や
感
想
を
拝
受

し
、
教
学
研
究
・
布
教
に
熱
意
の
あ
る
方
々
に
よ
っ
て
本

年
の
大
会
も
無
事
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

発
表
者
に
は
後
日
、
発
表
さ
れ
た
内
容
を
ま
と
め
て
い

た
だ
き
、
次
の
よ
う
に
ご
報
告
を
い
た
だ
い
た
。

近
年
の
ペ
ッ
ト
セ
レ
モ
ニ
ー
事
業
の
現
状
と
問
題
点
ー

臨
床
獣
医
師
か
ら
の
意
見
を
中
心
と
し
て
ー

鈴
鹿
市

隨
願
寺
副
住
職

松
山

智
慧

〈
導
入
〉

近
年
で
は
ペ
ッ
ト
の
飼
育
頭
数
の
減
少
と
共
に
ペ
ッ
ト

宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ

三
三
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頁

の
家
族
化
が
進
み
、
犬
猫
で
あ
っ
て
も
家
族
の
一
員
と
考

え
る
家
庭
が
増
え
て
き
た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
ペ
ッ
ト
セ
レ

モ
ニ
ー
事
業
も
多
方
面
で
発
展
し
て
き
て
い
る
。
こ
の
実

情
を
臨
床
獣
医
師
へ
調
査
し
、
僧
侶
・
寺
院
と
し
て
ど
の

よ
う
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
検
討
し
た
。

〈
現
状
〉

犬
猫
の
総
飼
育
頭
数
お
よ
び
新
規
飼
育
頭
数
は
横
這

い
、
減
少
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
、
飼
育
に
関
す
る
家
庭

の
支
出
は
二
割
程
度
の
上
昇
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
中
に
は

医
療
費
の
増
加
も
あ
る
が
ペ
ッ
ト
葬
儀
に
関
す
る
支
出
も

含
ま
れ
て
い
る
。
現
在
飼
育
し
て
い
る
犬
猫
が
死
後
に
葬

儀
を
検
討
し
て
い
る
飼
い
主
は
七
割
程
度
と
い
う
経
済
産

業
省
調
査
も
あ
る
。
ペ
ッ
ト
葬
儀
関
連
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
今

後
も
発
展
が
見
込
ま
れ
、
新
規
の
異
業
種
な
ど
か
ら
の
参

入
も
多
い
。
そ
れ
に
伴
い
、
都
心
部
で
は
ペ
ッ
ト
葬
儀
の

価
格
競
争
も
発
生
し
て
お
り
、
廉
価
悪
質
な
業
者
が
ト
ラ

ブ
ル
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
契
約
に
は
な
い
高
価
な
オ

プ
シ
ョ
ン
費
用
を
請
求
す
る
こ
と
や
急
な
事
業
停
止
に
伴

う
ペ
ッ
ト
墓
地
の
放
置
な
ど
が
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら

れ
る
こ
と
も
あ
る
。

〈
調
査
方
法
お
よ
び
結
果
〉

今
回
は
全
国
の
動
物
病
院
で
勤
務
す
る
獣
医
師
五
十
名

に
ペ
ッ
ト
葬
儀
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
依
頼
し
た
。
質

問
は
択
一
式
の
全
九
問
、
自
由
記
述
に
よ
る
一
問
を
用
意

し
、
四
十
四
名
か
ら
有
効
な
回
答
が
得
ら
れ
た
。
質
問
の

内
容
お
よ
び
回
答
の
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

〈
Ｑ
１
、
死
後
の
ペ
ッ
ト
の
取
扱
い
に
つ
い
て
質
問
さ
れ

た
こ
と
が
あ
る
〉

【
Ｙ
Ｅ
Ｓ

～

４
４
名
】

【
Ｎ
Ｏ

～

０
名
】

【
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

～

０
名
】

〈
Ｑ
２
、
死
後
の
ペ
ッ
ト
・
飼
い
主
に
関
し
て
も
獣
医
師

は
積
極
的
に
関
与
す
べ
き
で
あ
る
〉

【
Ｙ
Ｅ
Ｓ

～

４
０
名
】

【
Ｎ
Ｏ

～

２
名
】

【
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

～

２
名
】

宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ
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〈
Ｑ
３
、
ペ
ッ
ト
ロ
ス
の
飼
い
主
に
対
し
て
対
応
に
苦
慮

し
た
こ
と
が
あ
る
〉

【
Ｙ
Ｅ
Ｓ

～

３
５
名
】

【
Ｎ
Ｏ

～

３
名
】

【
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

～

６
名
】

〈
Ｑ
４
、
ペ
ッ
ト
ロ
ス
の
飼
い
主
の
対
応
法
に
つ
い
て
自

主
学
習
を
し
て
い
る
〉

【
Ｙ
Ｅ
Ｓ

～

６
名
】

【
Ｎ
Ｏ

～

３
０
名
】

【
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

～

８
名
】

〈
Ｑ
５
、
ペ
ッ
ト
ロ
ス
の
飼
い
主
の
対
応
は
葬
儀
会
社
な

ど
が
行
う
べ
き
で
あ
る
〉

【
Ｙ
Ｅ
Ｓ

～

２
４
名
】

【
Ｎ
Ｏ

～

１
４
名
】

【
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

～

６
名
】

〈
Ｑ
６
、
ペ
ッ
ト
葬
儀
に
宗
教
的
な
面
も
含
め
た
方
が
良

い
〉

【
Ｙ
Ｅ
Ｓ

～

２
９
名
】

【
Ｎ
Ｏ

～

７
名
】

【
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

～

８
名
】

〈
Ｑ
７
、
ペ
ッ
ト
葬
儀
の
具
体
的
な
金
額
を
把
握
し
て
い

る
〉

【
Ｙ
Ｅ
Ｓ

～

１
０
名
】

【
Ｎ
Ｏ

～

１
９
名
】

【
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

～

１
５
名
】

〈
Ｑ
８
、
葬
儀
会
社
の
不
満
を
飼
い
主
か
ら
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
〉

【
Ｙ
Ｅ
Ｓ

～

１
６
名
】

【
Ｎ
Ｏ

～

２
１
名
】

【
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

～

７
名
】

宗 門 の お 知 ら せ 宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ
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〈
Ｑ
９
、
死
後
の
ペ
ッ
ト
の
飼
い
主
に
特
定
の
葬
儀
会
社

を
推
薦
し
て
い
る
〉

【
Ｙ
Ｅ
Ｓ

～

９
名
】

【
Ｎ
Ｏ

～

１
７
名
】

【
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

～

１
８
名
】

自
由
記
述
欄

『
お
墓
の
あ
る
寺
に
ペ
ッ
ト
の
供
養
に
つ
い
て
相
談
に
行

っ
た
飼
い
主
が
住
職
に
「
ペ
ッ
ト
は
成
仏
で
き
な
い
」
と

言
わ
れ
て
大
変
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
』

『
ワ
ン
ち
ゃ
ん
の
遺
骨
を
人
間
と
同
じ
墓
に
入
れ
て
良
い

か
、
ダ
メ
か
の
判
断
が
違
う
の
は
な
ぜ
か
』

『
動
物
で
も
お
布
施
の
金
額
は
同
じ
な
の
か
教
え
て
ほ
し

い
』

『
ペ
ッ
ト
ち
ゃ
ん
の
供
養
を
し
て
く
れ
る
お
寺
は
ど
う
や

っ
て
探
せ
ば
い
い
の
か
』

『
古
く
か
ら
あ
る
寺
院
の
ペ
ッ
ト
供
養
は
安
心
し
て
任
せ

ら
れ
る
と
こ
ろ
が
多
い
印
象
』

〈
考
察
〉

臨
床
獣
医
師
に
対
し
て
ペ
ッ
ト
の
死
後
の
扱
い
に
つ
い

て
問
い
合
わ
せ
る
飼
い
主
が
多
く
、
獣
医
師
も
そ
の
飼
い

主
の
フ
ォ
ロ
ー
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
し
か

し
獣
医
師
は
飼
い
主
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
な
ど
、
よ
り
高
次

元
で
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
獣
医
師
も
多
い
が
実
際
に

メ
ン
タ
ル
ケ
ア
を
十
分
に
行
え
て
い
な
い
こ
と
が
示
唆
さ

れ
た
。
ま
た
ペ
ッ
ト
葬
儀
を
行
う
こ
と
で
飼
い
主
の
メ
ン

タ
ル
ケ
ア
に
繋
が
る
可
能
性
が
高
い
が
、
実
際
に
ペ
ッ
ト

葬
儀
を
行
っ
た
業
者
な
ど
へ
の
不
満
点
が
多
い
こ
と
も
調

査
か
ら
判
明
し
た
。
最
後
に
自
由
記
載
欄
か
ら
も
獣
医
師

お
よ
び
飼
い
主
は
ペ
ッ
ト
の
死
後
の
世
界
、
宗
教
的
な
取

り
扱
い
に
つ
い
て
興
味
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

〈
ま
と
め
〉

現
在
は
ペ
ッ
ト
を
家
族
の
一
員
と
考
え
、
一
頭
一
頭
を

大
切
に
飼
う
と
い
う
状
況
が
加
速
し
、
今
後
も
こ
の
状
況

は
変
わ
ら
な
い
と
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
現
状
で
は

ペ
ッ
ト
葬
儀
業
界
も
よ
り
賑
わ
う
こ
と
に
も
繋
が
る
だ
ろ

う
が
、
高
額
な
費
用
で
た
だ
火
葬
す
る
だ
け
と
い
う
業
者
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の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
。
近
年
で
は
ペ
ッ
ト
墓
地
を
持
つ

寺
院
も
増
え
て
き
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
火
葬
業
者
が

存
在
す
る
こ
と
は
十
分
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
ペ

ッ
ト
墓
地
も
持
た
な
い
寺
院
で
あ
っ
て
も
ペ
ッ
ト
葬
儀
が

一
般
化
す
る
こ
と
で
通
常
の
檀
家
か
ら
ペ
ッ
ト
葬
儀
の
依

頼
、
人
間
用
墓
地
へ
の
納
骨
、
ペ
ッ
ト
や
動
物
の
往
生
に

つ
い
て
質
問
が
増
え
て
く
る
だ
ろ
う
。
今
後
は
そ
れ
ぞ
れ

の
寺
院
お
よ
び
僧
侶
も
こ
れ
ら
の
事
案
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
事
前
に
十
分
に
考
察
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

高
田
本
『
善
信
聖
人
親
鸞
伝
絵
』
の
成
立
に
つ
い
て

津

市

青
巖
寺
住
職

清
水
谷
正
尊

脊
古
真
哉
氏
は
、
そ
の
論
文
「
初
期
真
宗
門
流
と
は
何

か
ー
初
期
真
宗
門
流
研
究
か
ら
導
か
れ
る
こ
と
ー
」
に
お

い
て

「
本
願
寺
中
心
史
観
」
の
克
服
の
必
要
性
を
述
べ

、

た
後
、
高
田
派
に
も
言
及
し

「
平
松
令
三
（
一
九
一
九

、

～
二
〇
一
三
年
）
は

（
中
略
）
源
海
系
荒
木
門
流
や
専

、

海
系
三
河
門
流
な
ど
が
高
田
の
真
仏
の
門
下
で
あ
り
、
こ

れ
ら
の
集
団
は
「
高
田
系
」
の
集
団
で
あ
っ
た
と
の
見
解

を
繰
り
返
し
唱
え
た
」
と
述
べ
、
そ
れ
は
「
高
田
派
の
存

在
を
き
わ
め
て
過
大
視
す
る
立
場
」
で
あ
り

「
高
田
史

、

観
」
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
、
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

「
専
修
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
親
鸞
や
真
仏
に
関
わ
る

と
さ
れ
る
史
料
に
つ
い
て
は
、
少
な
か
ら
ず
再
検
討
の
要

が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
一
つ
だ
け
例
を
挙
げ
て
お

く
と
、
永
仁
三
（
一
二
九
五
）
年
の
奥
書
を
も
ち
、
現
存

最
古
の
も
の
と
さ
れ
る
『
親
鸞
伝
絵
』
で
あ
る
が
、
は
た

し
て
そ
の
よ
う
な
時
期
の
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
末
尾

の
親
鸞
墓
所
の
部
分
に
親
鸞
木
像
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と

も
如
何
か
と
思
う
が
、
さ
ら
に
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
場
面

で
畳
が
敷
き
詰
め
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
は
当
時
の
も
の

と
し
て
は
あ
り
得
な
い
描
写
で
あ
る
。
奥
書
の
年
紀
よ
り

は
相
当
制
作
年
代
の
降
る
も
の
と
み
る
の
が
適
切
で
あ
ろ

う

」。
こ
の
よ
う
に
氏
は
、
高
田
派
の
存
在
が
実
際
よ
り
も
過

大
視
さ
れ
て
い
る
と
し
、
専
修
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
史
料
に

も
疑
問
を
呈
し
て
、
一
例
と
し
て
高
田
本
を
挙
げ
、
親
鸞
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墓
所
や
畳
の
描
き
方
か
ら
高
田
本
は
永
仁
三
年
に
作
成
さ

れ
た
も
の
で
は
な
く
、
奥
書
よ
り
も
相
当
年
代
が
降
る
も

の
と
主
張
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
奥
書
は
覚
如
の
自
筆
と
認
め
ら
れ
て
い

る
。
覚
如
の
自
筆
奥
書
も
、
多
く
の
議
論
を
経
て
形
成
さ

れ
た
こ
れ
ま
で
の
定
説
も
覆
し
て
新
説
を
出
す
の
で
あ
れ

ば
、
そ
れ
相
応
の
根
拠
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
値
す

る
も
の
で
あ
る
か
検
討
し
た
い
。

一
、
廟
堂
に
つ
い
て

覚
如
の
詞
書
に
は
「
文
永
九
年
冬
の
こ
ろ
…
吉
水
の
北

、

」

の
辺
に
遺
骨
を
掘
り
渡
し
て
仏
閣
を
立
て

影
像
を
安
ず

と
あ
り
、
詞
書
の
通
り
、
遺
骨
を
示
す
石
塔
が
あ
り
、
影

像
が
あ
る
の
が
、
高
田
本
な
の
で
、
高
田
本
に
は
何
の
不

自
然
も
な
い
。

二
、
畳
に
つ
い
て

鎌
倉
時
代
成
立
の
絵
巻
物
に
も
詰
め
敷
の
図
は
存
在
し

て
い
る
の
で
、
畳
が
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
る
図
が
あ
る
こ

と
自
体
は
何
の
問
題
も
な
い
。

高
田
本
や
琳
阿
本
は
、
覚
如
が
七
十
四
歳
の
時
に
制
作

し
た
康
永
本
よ
り
詰
め
敷
の
図
の
数
が
多
い
。
た
だ
、
康

永
本
は
二
本
よ
り
十
㎝
近
く
大
き
く
、
絵
相
全
体
が
余
裕

の
あ
る
構
成
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
絵
相
に
余
裕
が
あ
っ

た
か
ら
置
き
畳
と
し
て
描
け
た
と
も
考
え
ら
れ
る
し
、
ま

た
初
稿
本
系
の
畳
の
多
さ
は
覚
如
の
宗
祖
讃
仰
の
現
れ
と

も
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
覚
如
晩
年
の
伝
絵
で

は
詰
め
敷
の
数
は
む
し
ろ
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
畳

の
詰
め
敷
の
多
さ
は
覚
如
自
筆
の
高
田
本
の
制
作
時
期
を

遅
ら
せ
る
理
由
に
な
ら
な
い

あ
る
い
は

脊
古
氏
は

高

。

、

「

田
本
の
詞
書
の
筆
者
は
覚
如
で
は
な
い
」
と
言
い
た
い
の

で
あ
ろ
う
か
。

三
、
伝
絵
の
詞
書
の
筆
者

高
田
本
の
詞
書
の
筆
者
が
覚
如
で
あ
る
こ
と
は
、
赤
松

俊
秀
氏
、
源
豊
宗
氏
、
平
松
令
三
氏
、
神
崎
充
晴
氏
、
小

、

。

林
達
朗
氏

小
山
正
文
氏
な
ど
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る

琳
阿
本
の
詞
書
の
筆
者
は
覚
如
で
は
な
い
と
す
る
祢
津
宗

伸
氏
も
、
高
田
本
の
筆
者
は
覚
如
と
し
て
い
る
。

た
だ
、
祢
津
氏
は
、
高
田
本
画
中
文
の
筆
者
を
覚
如
で

宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ
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は
な
い
と
す
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
高
田
本
画
中
文
の

「
人
」
字
の
終
尾
と
熊
野
権
現
の
説
明
書
き
の
二
点
を
挙

げ
る
が
、
ど
ち
ら
も
根
拠
と
し
て
は
弱
い
こ
と
を
指
摘
し

た
。
ま
た
、
高
田
本
に
入
西
鑑
察
が
な
い
の
は
「
専
修
寺

が
削
除
し
た
」
か
ら
と
の
主
張
に
対
し
、
そ
れ
は
成
立
し

な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
高
田
本
の
詞
書
の
筆
者
は
覚
如
と
考

え
ら
れ
、
そ
う
で
あ
る
以
上
、
年
代
を
遅
ら
せ
ば
畳
の
詰

め
敷
の
数
が
多
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
そ
れ
を
理

由
に
制
作
年
代
を
遅
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

四
、
ま
と
め

も
し
、
高
田
本
の
成
立
が
奥
書
よ
り
相
当
降
る
と
す
る

な
ら
ば
、
六
角
夢
想
段
の
観
音
の
立
ち
姿
や
親
鸞
臨
終
の

場
面
で
の
仰
臥
か
ら
側
臥
へ
の
変
更
な
ど
、
高
田
本
の
み

に
あ
り
、
高
田
本
の
原
初
性
を
示
す
事
例
が
説
明
で
き
な

い
。
よ
っ
て
、
高
田
本
の
制
作
年
代
は
や
は
り
奥
書
通
り

の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
。

平
松
氏
の
学
説
の
多
く
が
現
在
、
定
説
と
な
っ
て
い
る

の
は
、
決
し
て
高
田
派
が
過
大
視
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
は

な
く
、
む
し
ろ
本
願
寺
中
心
史
観
が
強
く
、
高
田
派
に
風

当
た
り
が
強
か
っ
た
時
代
に
、
実
証
主
義
的
に
高
田
派
の

歴
史
的
事
実
の
一
つ
一
つ
を
丁
寧
に
緻
密
に
調
査
し
考
察

し
た
結
果
を
発
表
し
、
東
西
本
願
寺
の
研
究
者
に
そ
の
学

説
を
認
め
さ
せ
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
高
田
史
観
と
い

う
言
葉
で
十
把
一
絡
げ
に
し
て
高
田
派
に
あ
る
親
鸞
や
真

仏
の
史
料
ま
で
怪
し
い
と
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
一
つ

一
つ
の
問
題
を
丁
寧
に
論
じ
て
ほ
し
い
。

「
人
生
の
道
し
る
べ
」

岡
崎
市

浄
泉
寺
衆
徒

戸
田

栄
信

こ
の
た
び
の
興
学
布
教
研
究
大
会
に
お
い
て
、
法
話
の

発
表
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
稿
で
は
今
回

発
表
し
た
法
話
の
概
要
を
記
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ず
、
法
題
は
「
人
生
の
み
ち
し
る
べ
」
と
し
、
讃
題

は
「
こ
の
身
は
、
今
は
年
極
ま
り
て
候
え
ば
、
定
め
て
先

立
ち
て
往
生
し
候
わ
ん
ず
れ
ば
、
浄
土
に
て
か
な
ら
ず
か

な
ら
ず
待
ち
ま
い
ら
せ
候
う
べ
し

（
親
鸞
聖
人
御
消
息

。

『
真
宗
高
田
派
聖
典
』
八
一
三
頁

」
を
あ
げ
、
お
取
次

）
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ぎ
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

法
話
の
前
半
部
で
は
、
冒
頭
に
「
み
な
さ
ん
は
今
、
幸

せ
で
す
か
」
と
問
い
を
投
げ
か
け
、
人
生
に
お
け
る
「
幸

せ
」
と
は
い
っ
た
い
何
か
、
い
っ
た
い
ど
こ
に
あ
る
の
だ

ろ
う
か
と
、
参
詣
者
の
み
な
さ
ん
と
共
に
考
え
つ
つ
、
真

宗
に
説
か
れ
る
「
幸
せ
」
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か

と
お
味
わ
い
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
中
で
、
私
自
身
が
以
前
に
聞
い
て
感
銘
を
受
け
た

言
葉

「
実
は
幸
せ
と
い
う
の
は
な
る
も
の
で
は
な
い
の

、

で
す
。
幸
せ
は
感
じ
る
も
の
で
す
」
と
い
う
、
あ
る
僧
侶

の
方
が
言
わ
れ
て
い
た
言
葉
を
紹
介
し
ま
し
た
。
こ
の
私

が
日
々
探
し
求
め
て
い
る
「
変
わ
る
こ
と
の
な
い
絶
対
の

幸
せ
」
と
い
う
の
は
こ
の
世
界
の
ど
こ
に
も
な
い
か
ら
。

何
か
価
値
の
あ
る
も
の
を
手
に
入
れ
て
「
幸
せ
に
な
る
」

の
で
は
な
く
、
真
宗
を
通
し
て
「
今
こ
の
時
を
幸
せ
に
感

じ
ら
れ
る
人
間
」
と
し
て
育
ま
れ
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り

大
切
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
。
こ
れ
こ
そ
が
真
宗

「

」

。

に
説
か
れ
る

幸
せ

の
在
り
方
な
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う

ま
た

「
今
こ
の
時
を
幸
せ
に
感
じ
ら
れ
る
人
間
」
と

、

い
う
も
の
に
近
づ
い
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
の
私
の
人
生

の
上
に

「
意
味
」
と
「
目
的
地
」
の
２
つ
が
正
し
く
定

、

ま
る
こ
と
が
必
要
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。
例
え
ば

「
お

、

前
は
い
ま
か
ら
体
力
が
尽
き
る
ま
で
こ
の
辺
り
を
走
り
続

け
な
さ
い
」
と
い
き
な
り
意
味
も
わ
か
ら
ず
言
わ
れ
た
と

し
て
も
、
そ
ん
な
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
や
り
た
く
も
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し

「
も
し
も
１
番
に
な
れ
た
ら
金
メ

、

ダ
ル
が
貰
え
る
か
ら
、
こ
こ
か
ら
４
２
．
１
９
５
㎞
先
に

あ
る
ゴ
ー
ル
の
と
こ
ろ
ま
で
頑
張
っ
て
走
っ
て
み
な
さ

い
」
と
、
こ
う
言
わ
れ
た
ら
頑
張
れ
る
人
も
い
ま
す
。

そ
こ
に
「
意
味
」
と
「
目
的
地
」
が
正
し
く
定
ま
っ
た

と
き
に
初
め
て
私
た
ち
は
前
に
進
む
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
だ
か
ら
こ
そ
真
宗
の
御
教
え
の
中

に
、
人
生
の
「
意
味
」
と
「
目
的
地
」
を
問
う
て
い
く
と

こ
ろ
が
ま
さ
に
、
こ
の
私
が
「
今
こ
の
時
を
幸
せ
に
感
じ

ら
れ
る
人
間
」
に
近
づ
い
て
い
く
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
く

の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
。
そ
ん
な
、
真
宗
を
聴
聞
し
て

い
く
う
え
で
の
根
本
的
な
意
義
に
つ
い
て
お
味
わ
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

後
半
部
で
は
、
前
半
部
で
触
れ
た
真
宗
に
説
か
れ
る
人

生
の
「
意
味
」
と
「
目
的
地
」
に
つ
い
て
具
体
的
に
深
め

宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ
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て
い
き
ま
す
。
そ
の
中
で
、
誰
し
も
が
胸
に
抱
く

「
死

、

」

、

ん
だ
ら
ど
う
な
る
の

と
い
う
問
い
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
僧
侶
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
山
本
佛

骨
師(
一
九
一
〇
－
一
九
九
一)

が
生
前
に
残
さ
れ
た
お
話

を
紹
介
し
ま
し
た
。

そ
の
お
話
の
内
容
は
、
病
気
を
患
い
死
に
ゆ
く
お
子
さ

ん
と
、
そ
の
母
親
と
の
や
り
と
り
で
す

「
ね
え
ね
え
、

。

お
母
さ
ん
。
ボ
ク
死
ぬ
の
。
死
ん
だ
ら
ど
う
な
る
の
」
と

い
う
我
が
子
か
ら
の
問
い
に

「
あ
な
た
は
ね
。
今
か
ら

、

阿
弥
陀
様
の
国
、
お
浄
土
へ
と
生
ま
れ
往
く
の
よ
」
と
答

え
た
母
親
。
そ
の
答
え
を
聞
い
た
我
が
子
は
「
そ
う
な
ん

だ
。
生
ま
れ
往
く
ん
だ
。
だ
っ
た
ら
ま
た
お
母
さ
ん
に
会

え
る
ん
だ
ね
」
と
安
堵
し
命
を
終
え
て
い
っ
た
。
そ
し
て

母
親
は
、
我
が
子
が
向
か
っ
た
先
の
世
界
は
ど
ん
な
と
こ

ろ
な
の
か
と
日
々
聴
聞
に
励
ん
で
い
る
の
だ
と
、
そ
ん
な

お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
来
で
あ
れ
ば
、
い
ず
れ
終
わ
っ
て
い
く
し
か
な
い
、

真
っ
暗
な
未
来
し
か
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
か
っ
た
こ
の
私

の
人
生
に

お
浄
土
と
い
う
最
終
的
に
辿
り
着
く
べ
き

目

、

「

的
地
」
と
、
お
浄
土
へ
と
日
々
歩
ま
せ
て
い
た
だ
く
の
だ

と
い
う
人
生
の
「
意
味
」
を
示
す
御
教
え
。
そ
れ
こ
そ
が

、

。

私
た
ち
の
依
り
処
と
す
る
浄
土
真
宗
で
あ
り
ま
し
た

と

そ
う
結
論
付
け
、
法
話
の
締
め
く
く
り
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

ま
た

今
回
発
表
の
清
水
谷
正
尊
氏
は

六
月
八
日(

土)

、

、

に
大
谷
大
学
で
開
催
さ
れ
た
真
宗
連
合
学
会
第
七
十
回
大

会
に
て
同
発
表
題
目
で
発
表
を
終
え
ら
れ
た
。
そ
の
大
会

で
の
発
表
持
ち
時
間
は
二
十
分
で
、
そ
れ
に
質
疑
応
答
を

。

（

、

）

含
め
て
二
十
五
分
で
あ
っ
た

以
上

藤
田
正
知
記

報
告

褒
賞
授
与
式

去
る
親
鸞
聖
人
降
誕
会
の
五
月
二
十
一
日
、
午
前
十
時

よ
り
御
影
堂
に
て
法
主
殿
ご
臨
席
を
賜
り
褒
賞
授
与
式
が

。

、

、

挙
行
さ
れ
ま
し
た

こ
の
度

褒
賞
を
授
賞
さ
れ
た
皆
様

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

法
主
殿
よ
り
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
宗
務
総
長
が
本
山

褒
賞
並
び
祖
師
寿
章
の
出
席
者
を
表
彰
し
記
念
品
を
渡
し

ま
し
た
。
本
年
、
壇
信
徒
で
祖
師
寿
章
を
受
賞
さ
れ
た
方

宗 門 の お 知 ら せ 宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ
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は
総
勢
二
百
一
名
で
当
日
、
十
三
名
の
方
々
が
元
気
に
出

席
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
と
も
受
賞
さ
れ
ま
し
た
皆
様
の
益
々
の
ご
活
躍
を
念

じ
て
お
り
ま
す
。

第
九
十
八
回

佛
教
文
化
講
座
の
お
知
ら
せ

日

程

【
第
一
日
】
八
月
一
日
（
木
）

法
主
殿
御
親
講

【
第
二
日
】
八
月
二
日
（
金
）

講

師
：
親
鸞
仏
教
セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
員加

来

雄
之

講

題
：
危
機
の
時
代
と
真
宗
に
お
け
る
実
践

安
田
理
深
の
僧
伽
論
に
学
ぶ

【
第
三
日
】
八
月
三
日
（
土
）

講

師
：
信
州
大
学
名
誉
教
授

牛
山

佳
幸

講

題
：
信
濃
善
光
寺
史
と
善
光
寺
信
仰
の
展
開

【
第
四
日
】
八
月
四
日
（
日
）

講

師
：
大
谷
大
学
名
誉
教
授

草
野

顕
之

講

題
：
親
鸞
伝
の
史
実
と
伝
承

【
第
五
日
】
八
月
五
日
（
月
）

講

師
：
真
宗
高
田
派
鑑
学

高
田
短
期
大
学
学
長

清
水
谷
正
尊

講

題
：
親
鸞
伝
絵
の
成
立
と
そ
の
内
容

宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ
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二
〇
二
四
年

教
師
検
定
講
習
Ⅰ
受
講
要
項

教
師
資
格
を
取
得
す
る
に
は
原
則
教
師
検
定
講
習
Ⅰ
及

び
講
習
Ⅱ
の
全
日
程
へ
の
出
席
が
審
査
の
前
提
と
な
り
ま

す
。た

だ
し
、
真
宗
髙
田
派
宗
制
第
二
百
十
三
条
に
該
当
す

る
者
（
真
宗
学
、
真
宗
史
、
仏
教
学
、
仏
教
史
の
学
力
を

有
す
る
と
認
定
さ
れ
た
者
）
は
教
師
検
定
講
習
Ⅰ
が
免
除

と
な
り
ま
す
。

一
、
講
習
期
間

八
月
十
九
日
（
月
）

～
二
十
三
日
（
金
）

五
日
間

二
、
会

場

高
田
短
期
大
学

三
、
提
出
書
類

（

）

①
教
師
検
定
講
習
Ⅰ
受
講
願

本
山
所
定
の
用
紙

四
、
申
込
み
方
法

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
宗
務
院
へ
直
接
お
持
ち
い
た

だ
く
か
、
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

五
、
締
切
り

七
月
二
十
六
日
（
必
着
）

六
、
講
習
Ⅰ
受
講
料

無
料

七
、
講
習
内
容

高
田
短
期
大
学
仏
教
教
育
セ
ン
タ
ー
主
催
の
仏
教

基
礎
講
座
（
高
田
本
山
寄
付
講
座
）
に
準
じ
る
。

講
習
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
受
講
申
込
締
切

後
郵
送
に
て
連
絡
い
た
し
ま
す
。

八
、
そ
の
他

・
高
田
短
期
大
学
で
の
科
目
等
履
修
生
制
度
に
よ
り

定
め
ら
れ
た
科
目
の
単
位
取
得
者
は
講
習
Ⅰ
で
の

試
験
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

・
最
終
日
に
試
験
を
行
い
ま
す
。
試
験
に
合
格
さ
れ

「

」

。

た
方
に
は

単
位
修
得
証
明
書

を
発
行
し
ま
す

こ
の
証
明
書
が
、
教
師
検
定
講
習
Ⅱ
の
受
講
資
格

と
な
り
ま
す
。

・
各
科
目
、
一
回
で
も
欠
席
す
る
と
、
そ
の
科
目
は

不
合
格
と
な
り
ま
す
。
不
合
格
の
場
合
、
翌
年
以

宗 門 の お 知 ら せ 宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ
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降
、
該
当
科
目
を
再
受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
宿
泊
希
望
の
方
は
、
各
自
で
手
配
し
て
下
さ
い
。

会
場
ま
で
は
津
駅
よ
り
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま

す
。

※
今
年
度
よ
り
教
師
検
定
委
員
会
で
検
討
の
結
果
、

Ａ
日
程
、
Ｂ
日
程
を
選
択
し
二
年
間
で
受
講
で
き

ま
す
。
ま
た
対
応
可
能
な
別
院
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン

受
講
も
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

お
問
合
せ
は
本
山
宗
務
院
教
学
部
ま
で

電

話

〇
五
九
ー
二
三
二
ー
四
一
七
一

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
五
九
ー
二
三
二
ー
一
四
一
四

E
-
mai

l
k
y
o-

gak
u
@se

n
ju

ji
.o

r.
jp

高
田
短
期
大
学
仏
教
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
仏
教

基
礎
講
座
（
高
田
本
山
寄
附
講
座
）
を
、
八
月
に
開
催
い

た
し
ま
す
。
多
く
の
皆
様
の
ご
受
講
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
本
講
座
は
高
田
本
山
の
教
師
検
定
講
習
Ⅰ
を
兼

ね
て
お
り
ま
す
。

講
座
の
日
程

・

期

間

八
月
十
九
日
（
月
）

～

二
十
三
日
（
金
）
五
日
間

・

場

所

高
田
短
期
大
学

教
室

・

対

象

寺
族
お
よ
び
一
般

・

受
講
料

無

料

・

テ
キ
ス
ト

実
費
負
担

令
和
六
年
度

高
田
短
期
大
学
仏
教
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

(
)

仏
教
基
礎
講
座

高
田
本
山
寄
附
講
座

実
施
要
項

宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ
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・

時

間

九
時

～

十
七
時
五
十
分

（

）

高
田
短
期
大
学
の
授
業
時
間
に
準
じ
る

＊
最
終
日
は
講
義
と
試
験
に
な
り
ま
す
。

各
講
座
担
当
者
と
内
容

仏
教
学

講

師
：
栗
原

廣
海

（
仏
教
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
、

高
田
短
期
大
学
名
誉
教
授
）

講
義
内
容
：
釈
尊
の
生
涯
を
概
観
し
、
二
十
九
歳
で
出

家
さ
れ
た
釈
尊
が
何
を
求
め
ら
れ
た
の
か
、
六
年
の
修

行
の
後
ブ
ッ
ダ
と
な
っ
て
私
た
ち
に
何
を
教
え
よ
う
と

、

、

さ
れ
た
の
か
を
学
ぶ
こ
と
を
通
し
て

仏
教
と
は
何
か

仏
教
を
学
ぶ
意
義
と
は
何
か
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
思

い
ま
す
。

真
宗
学

講

師
：
松
山

智
道

（
仏
教
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
長
、

高
田
短
期
大
学
特
任
講
師
）

講
義
内
容
：
親
鸞
聖
人
の
本
願
他
力
の
思
想
に
つ
い

て
学
び
ま
す
。
ま
た
、
聖
人
は
「
智
慧
光
の
ち
か
ら
よ

り
本
師
源
空
あ
ら
わ
れ
て

浄
土
真
宗
を
ひ
ら
き
つ
つ

選
擇
本
願
述
べ
た
も
う
」
と
明
か
し
て
お
ら
れ
ま
す
よ

う
に
、
聖
人
の
思
想
は
七
高
僧
の
教
え
が
背
景
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
七
高
僧
の
教
え
を
併
せ
学

び
な
が
ら

「
真
宗
の
救
い
」
の
内
容
を
吟
味
し
た
い

、

と
思
い
ま
す
。

仏
教
史

講

師
：
金
信

昌
樹

（
仏
教
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
、

高
田
短
期
大
学
非
常
勤
講
師
）

講
義
内
容
：
仏
陀
釈
尊
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
仏
教
は
、

中
国
に
伝
わ
り
歴
史
的
展
開
を
見
せ
、
そ
の
仏
教
が
朝

鮮
へ
そ
し
て
朝
鮮
を
経
由
し
て
日
本
に
伝
わ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
中
国
か
ら
直
接
日
本
に
伝
え
ら
れ
、
歴
史

的
展
展
開
を
見
せ
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
日
本
に

お
い
て
ど
の
様
に
仏
教
が
展
開
し
た
の
か
そ
の
歴
史
を

学
び
、
そ
の
問
題
点
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

真
宗
史

講

師
：
清
水
谷

正
尊

（
仏
教
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
、

宗 門 の お 知 ら せ 宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ
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高
田
短
期
大
学
学
長
）

講
義
内
容
：
親
鸞
聖
人
が
、
真
仏
上
人
や
顕
智
上
人
に

直
接
教
え
ら
れ
た
み
教
え
は
、
そ
の
後
高
田
派
の
歴
代

上
人
を
始
め
、
念
仏
を
喜
ば
れ
た
人
々
に
よ
っ
て
連
綿

と
伝
え
ら
れ
、
今
日
の
私
た
ち
に
ま
で
届
け
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
念
仏
者
た
ち
の
長
い
歴
史
を
具
体
的
に
学
ぶ

こ
と
で
、
私
た
ち
が
み
教
え
に
遇
わ
せ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
の
意
味
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
田
の
歴
史
と
法
宝
物

講

師
：
栗
原

直
子

（
仏
教
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
、

高
田
中
・
高
等
学
校
非
常
勤
講
師
）

講
義
内
容
：
高
田
派
専
修
寺
は
親
鸞
聖
人
に
よ
っ
て
開

か
れ
、
直
弟
子
に
よ
っ
て
受
け
つ
が
れ
て
現
在
に
至
っ

。

、

て
い
ま
す

そ
の
た
め
聖
人
ご
自
身
の
筆
に
よ
る
名
号

著
述
、
お
手
紙
や
、
弟
子
た
ち
が
書
写
し
た
聖
人
の
著

述
が
、
歴
代
上
人
に
よ
っ
て
法
宝
物
と
し
て
今
日
ま
で

大
切
に
伝
持
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
本
講
義
で
は
そ
れ
ぞ

れ
の
法
宝
物
を
通
し
て
聖
人
の
教
え
に
触
れ
る
と
と
も

、

。

に

高
田
派
の
歴
史
を
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

申
し
込
み
方
法

教
師
検
定
講
習
Ⅰ
と
し
て
受
講
さ
れ
る
方

本
山
指
定
の
受
講
要
項
に
準
じ
て
下
さ
い
。

一
般
受
講
の
方
（
既
に
教
師
資
格
を
お
持
ち
の
方
）

科
目
を
選
択
し
て
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

受
講
科
目
の
三
分
の
二
以
上
を
出
席
い
た
だ
い
た
方

に
は
「
受
講
証
明
書
」
を
発
行
し
ま
す
。
ま
た
、
受

講
科
目
の
全
て
に
出
席
い
た
だ
き
、
試
験
に
合
格
さ

れ
た
方
に
は
、
該
当
科
目
の
「
単
位
修
得
証
明
書
」

を
発
行
し
ま
す
。

「
単
位
修
得
証
明
書
」
が
発
行
さ
れ
た
科
目
は
、
今

後
、
高
田
派
教
師
検
定
の
審
査
を
受
け
ら
れ
る
場
合

に
、
該
当
科
目
の
試
験
が
免
除
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

（

）

（

）

受
付
期
間
：
七
月
一
日

月

～

七
月
二
十
六
日

金

申
込
方
法
：
高
田
短
期
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ハ
ガ
キ

（

）
、

、

、

、

申
込
内
容
：
氏
名

ふ
り
が
な

性
別

年
齢

住
所

電
話
番
号
、
受
講
科
目
名
（
科
目
を
選
択
し

て
受
講
の
方
の
み
記
入
）

昼
食
の
希
望

（
十
九
日
～
二
十
三
日
）

宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ
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四
七
頁

教
学
院
だ
よ
り

教
学
院
主
催

公
開
講
座
開
催
の
お
知
ら
せ

令
和
六
年
度

第
一
回
布
教
伝
道
研
修
講
座

日

時

令
和
六
年
七
月
九
日
（
火
）

午
後
一
時

受
付

午
後
一
時
半

開
会
式

午
後
三
時
四
十
五
分

終
了

講

師

高
柳

正
裕

師

真
宗
大
谷
派
教
学
研
究
所
元
所
員
、

学
仏
道
場
「
廻
光
舎
」
舎
主

テ
ー
マ

「
念
仏
の
み
ぞ

ま
こ
と
に
て
お
わ
し

ま
す
」
と
は

～

存
在
の
故
郷
に
帰
る

～

会

場

高
田
会
館
ホ
ー
ル

主
催
：
真
宗
高
田
派
教
学
院

第
三
部
会

第
二
十
七
回
「
現
代
と
仏
法
を
考
え
る
集
い
」

日

時

令
和
六
年
八
月
二
十
八
日
（
水
）

午
後
一
時
半
よ
り

講

師

勝

桂
子

特
定
行
政
書
士
、

葬
祭
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

テ
ー
マ

「
お
寺
と
地
域
の
関
係

～

い
い
お
坊
さ
ん
、
ひ
ど
い
お
坊
さ
ん
」

会

場

高
田
会
館
ホ
ー
ル

＊

両
講
座
と
も
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

教
学
院
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

Ｔ
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Ｌ

0
5
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30
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Ｆ
Ａ
Ｘ

0
59-

2
36-

30
9
1

E
-m

ai
l

kyo
g
aku

in

＠se
n
juj

i
.or

.
jp

宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ 宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ
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四
八
頁

本

山

行

事

予

定

（

）

七
月
・
八
月

八
月
一
日
～
五
日

仏
教
文
化
講
座

八
月
十
四
日
～
十
六
日

歓
喜
会

下
付
金
の
お
知
ら
せ

平
成
三
十
年
度
分
院
号
下
付
金
、
及
び
納

骨
壇
加
入
下
付
金
を
専
修
寺
正
味
財
産
に
計

上
い
た
し
ま
し
た
。

（
令
和
六
年
五
月
三
十
一
日
付
）

院
号
冥
加
金
、
及
び
納
骨
壇
加
入
冥
加
金

の
下
付
金
は
納
入
さ
れ
た
年
度
か
ら
、
五
ヵ

年
を
経
過
し
た
も
の
は
、
専
修
寺
正
味
財
産

に
計
上
さ
れ
る
た
め
、
交
付
出
来
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
下
さ
い
。

詳
し
く
は
宗
務
院
財
務
課
ま
で
お
尋
ね
下

さ
い
。

宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ
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四
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頁

宗 門 の お 知 ら せ

宗務院からのお知らせ

宗務院の執務日変更

・土曜日を休日とします。よって土曜日・日曜日・祝日が休日となります。

・執務時間（午前９時より午後４時）に変更はありません。

・従来のとおり、休日には職員１名が日直勤務を行います。

総合案内所 の電話番号変更（参拝課・納骨堂・進納所・宝物館）

・電話番号は059-232-7234に統合します。

・FAX番号は059-232-6112に統合します。

・年中無休と執務時間（午前9時より午後4時）に変更はありません。

・進納所の電話番号059-236-5701及びFAX番号059-236-5702は当面の間

転送を行いますが、いずれ不通となりますので、電話帳などの変更を早急

にお願いいたします。

以上

場 所 種 別 番 号

059-232-4171(代表)電話宗務院

059-232-1414庶務課・教学課・財務課・門室課 ＦＡＸ

059-232-7234電話
総合案内所

059-232-6112参拝課・納骨堂・進納所・宝物館 ＦＡＸ

059-236-3088電話

教学院
059-236-3091ＦＡＸ

お問い合わせ 宗務院庶務課

宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ
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頁

真宗高田派共済会のご案内

●全寺院対象の共済制度●
真宗高田派共済会運営規程による各種制度

○見舞金
・本堂全焼及び全壊 １００万円
・本堂半焼及び半壊 ６０万円
・庫裏全焼及び全壊 ６０万円
＊ 災害を証明する書類が必要
・境内地並境内建物が災害を被った時は、２万円をお見舞いする
＊ 被害総額が100万円以上の場合となります

○祝金
・本堂新築及び改築 ６０万円
・本堂を除く境内建物の新築および改築 １０万円
＊ 工事費が１千万円以上の場合となります
＊ 高田派代表役員が発行した新築・改築の承認書と

工事契約書の写しが必要

○住職退職慰労金（住職の死亡から６ヶ月以内に申請のこと）
在任期間により給付金が異なります
・住職在任８０年以上９０年未満 ９０万円
・住職在任７０年以上８０年未満 ８０万円
・住職在任６０年以上７０年未満 ７０万円
・住職在任５０年以上６０年未満 ６０万円
・住職在任４０年以上５０年未満 ５０万円
・住職在任３０年以上４０年未満 ４０万円
・住職在任２０年以上３０年未満 ３０万円
・住職在任１０年以上２０年未満 ２０万円
・住職在任１０年未満 １０万円

○香料（退職から６ヶ月以内に申請のこと）
上記住職退職慰労金を適用する但し慰労金を支給された住職は該当しない

○真宗教学奨学金（毎年４月末日までに申請のこと）
・高等学校生及び真宗各派の専修学院生 月額 ２万円 若干名
・大学生及び大学院生 月額 ４万円 若干名

月額 ８万円 若干名

○奨励金（毎年４月末日までに申請のこと）
共済会が指定した学校学部に得度した者が入学したときに

４万円を支給します。
給付及び申請のお問い合わせは、下記の共済会担当までお尋ねください。

真宗高田派共済会 真宗高田派宗務院内
電 話 ０５９－２３２－４１７１ ＦＡＸ ０５９－２３２－１４１４

宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ
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四
頁

「
三
重
県
人
権
教
育
基
本
方
針
」
よ
り
抜
粋

令
和
六
年
六
月
二
十
五
日
印
刷

令
和
六
年
六
月
二
十
五
日
発
行

三
重
県
津
市
一
身
田
町
二
八
一
九
番
地

電
話
（
〇
五
九
）
二
三
二
ー
四
一
七
一

http://www.senjuji.or.jp

真
宗
高
田
派
本
山
専
修
寺

宗

務

院

発

行

所

振
替
〇
〇
一
五
〇ｰ

〇ｰ

一
五
一
九
四
番

三
重
県
津
市
一
身
田
町
七
六
五
番
地

相

和

印

刷

所

印

刷

所

電
話
〈
〇
五
九
〉
二
三
二
ー
二
〇
七
〇

一
、
国
際
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
人
権
意
識
を
育
て
よ
う
。

一
、
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う
。

一
、
高
齢
者
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う
。

一
、
病
気
・
部
落
な
ど
に
よ
る
差
別
を
な
く
そ
う
。

一
、
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実
現
し
よ
う
。

人
権
擁
護
啓
発
活
動
重
点
項
目
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